
全国学力・学習状況調査 結果分析 

平成２８年度 指導改善説明会 

国語科 

改善傾向 小学校Ａ問題 



全国学力・学習状況調査 結果分析 

平成２８年度 指導改善説明会 

国語科 

② 語彙量を増やし、語彙力を伸ばす 

① 目的に応じて、情報を的確に取り 

 出し、自分の考えに結ぶ 

 



自らが求めようとしている情報
を的確に取り出し、活用する、
目的的・課題解決的な読み方 

① 目的に応じて、情報を的確に取り 

 出し、自分の考えに結ぶ 

 

国語 



① 目的に応じて、情報を的確に取り 

 出し、自分の考えに結ぶ 

 

国語 

情報の取出し 

H27説明会 模擬授業 

５年生「天気を予想する」 

 

 
第５学年 教科書 

Ｐ．１３８ 

 

 

 



【指導改善の成果】 
中
学
校
Ｂ 

 

一 

１ 

○
ち
ら
し
の
表
と
裏
か
ら
分
か
る
「
暮
ら
し
の
中
の 

 

伝
統
文
化
展
」
が
開
か
れ
る
ね
ら
い
と
し
て
適
切 

 

な
も
の
を
選
択
す
る
。 

国語 

文章によらない情報 

「非連続型テキスト」 

問題 誤答 分析 ポイント 情報の取出し 



【指導改善の成果】 
中
学
校
Ｂ 

 

一 

１ 

   

１ 

漆
、
和
紙
、
織
物
な
ど
の
日
本 

 

の
伝
統
文
化
は
特
別
な
も
の
で
は 

 
な
く
、
現
在
の
生
活
と
つ
な
が
り 

 
が
あ
る
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。 

 

２ 

日
本
の
伝
統
文
化
の
代
表
で
あ 

 

る
漆
、
和
紙
、
織
物
を
同
時
に
展 

 

示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
比
較 

 

し
て
も
ら
う
こ
と
。 

 

３ 

国
内
の
各
地
で
漆
、
和
紙
、
織 

 

物
の
順
で
生
ま
れ
、
発
展
し
て
き 

 

た
日
本
の
伝
統
文
化
の
歴
史
的
な 

 

背
景
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。 
 

４ 

世
界
の
優
れ
た
職
人
の
手
に 

 

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
漆
、
和
紙
、 

 

織
物
な
ど
の
高
級
品
の
数
々
を
鑑 

 

賞
し
て
も
ら
う
こ
と
。 

国語 

【正答率】79.7％ 

   ＋3.5pt 

問題 誤答 分析 ポイント 情報の取出し 



【指導改善の成果】 

１ 

国語 

中学校Ｂ問題  １  

【正答率】 79.7％ 

     ＋3.5pt 

２ 小学校Ｂ問題  ２(１)  

【正答率】 55.2％ 

     ＋3.8pt 
○「非連続型テキス 

 ト」と「連続型テ 

 キスト」を関連付 

 けて情報を取出す 

問題 誤答 分析 ポイント 

H27説明会 模擬授業 

５年生「天気を予想する」 

情報の取出し 

H27説明会 模擬授業 

５年生「天気を予想する」 



複数の情報から、自分の考えに
必要な情報を的確に取り出し、
書いたり話したりする。 

国語 

× 

① 目的に応じて、情報を的確に取り 

 出し、自分の考えに結ぶ 

 

 
第５学年 

 教科書 

（読むこと） 

Ｐ．１３８ 

 

話すこと 

書くこと 



国語 

小
学
校
Ｂ 

 

一 
 
グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

問題 誤答 分析 ポイント 

２ 

○
「
早
ね
早
起
き
朝
ご
は
ん
活
動
」
の
ま
と
め
【
報
告
文
】 

根拠となる

データ⇒ 
【図１】 

自分の考え⇒ 
「１成果」 



国語 

小
学
校
Ｂ 

 

一 
グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

問題 誤答 分析 ポイント 

２ 

【
問
題
】 

 
高
野
さ
ん
は
、
「
１ 

成
果
」
に

つ
い
て
〈
図
１
〉
を
用
い
て
書
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

Ａ 
 

の
中
に

入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま

し
ょ
う
。 

 

１ 

五
月
の
結
果
を
下
回
り
、
三
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 

 

２ 

五
月
の
結
果
よ
り
減
り
、
四
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
以
下
に
な
り
ま
し
た 

 

３ 

五
月
の
結
果
よ
り
増
え
、
六
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
を
超
え
ま
し
た 
 

４ 

五
月
の
結
果
を
上
回
り
、
十
パ
ー
セ 

 

ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 



国語 

小
学
校
Ｂ 

 

一 
グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

問題 誤答 分析 ポイント 

２ 

○
「
早
ね
早
起
き
」
活
動
の
ま
と
め 

１ 
成
果 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
の
半
年
間
の
活
動
が
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

〈
図
１
〉
の
よ
う
に
、
活
動
を
始

め
る
前
の
五
月
の
時
点
で
は
、 

 

「
次
の
日
に
学
校
が
あ
る
日
」
に
夜

十
時
を
過
ぎ
て
も
起
き
て
い
る
人
の

割
合
が
全
国
平
均
を
上
回
り
、
早
ね

が
で
き
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
半
年
間
の
活
動
後
に

は
、
夜
十
時
ま
で
に
ね
る
人
の
割
合

が 
 

 
 

 

Ａ 
 

 
 

 
 

。 

【
報
告
文
の
抜
粋
】 



国語 

グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

２ 

【
図
１
】 

問題 誤答 分析 ポイント 

小
学
校
Ｂ 

 

一 



国語 

グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

２ 

【
図
１
】 

問題 誤答 分析 ポイント 

小
学
校
Ｂ 

 

一 

10.3 53.8 

60％ 

「半年間の活動後に」 

「夜十時までに寝る人の割合」 



国語 

小
学
校
Ｂ 

 

一 
グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

２ 

１ 

五
月
の
結
果
を
下
回
り
、
三
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 

 

２ 

五
月
の
結
果
よ
り
減
り
、
四
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
以
下
に
な
り
ま
し
た 

 

３ 

五
月
の
結
果
よ
り
増
え
、
六
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
を
超
え
ま
し
た 

 

４ 

五
月
の
結
果
を
上
回
り
、
十
パ
ー
セ 

 

ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 

【正答率】 

 42.9％ 

 －0.5pt 

問題 誤答 分析 ポイント 



国語 

小
学
校
Ｂ 

 

一 
グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

２ 

１ 

五
月
の
結
果
を
下
回
り
、
三
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 

 

２ 

五
月
の
結
果
よ
り
減
り
、
四
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
以
下
に
な
り
ま
し
た 

 

３ 

五
月
の
結
果
よ
り
増
え
、
六
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
を
超
え
ま
し
た 

 

４ 

五
月
の
結
果
を
上
回
り
、
十
パ
ー
セ 

 

ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 

【正答率】 

 42.9％ 

 －0.5pt 

【反応率】 

１…30.3％ 

２…16.5％ 

４… 9.3％ 

問題 誤答 分析 ポイント 



国語 

小
学
校
Ｂ 

 

一 
グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

２ 

１ 

五
月
の
結
果
を
下
回
り
、
三
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 

 

２ 

五
月
の
結
果
よ
り
減
り
、
四
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
以
下
に
な
り
ま
し
た 

 

３ 

五
月
の
結
果
よ
り
増
え
、
六
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
を
超
え
ま
し
た 

 

４ 

五
月
の
結
果
を
上
回
り
、
六
十
パ
ー 

 

セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た 

【正答率】 

 42.9％ 

 －0.5pt 

【反応率】 

１…30.3％ 

２…16.5％ 

４… 9.3％ 

問題 誤答 分析 ポイント 

「
主
語
」
の
変
化
に
気
付
い
て
い
な
い 

 
 

↓
 

 

高
野
さ
ん
が
何
に
「
着
目
」
し
た
の

か
（
目
的
）
を
踏
ま
え
て
、
図
１
の
情

報
を
収
集
し
て
い
な
い
。 



国語 

グラフを基に分かったこと
を的確に書く 

問題 誤答 分析 ポイント 

「目的意識」（課題意識）をもち、 

 それに即した「必要な情報」を 

 収集していない。 

⇒中学校調査※においても同様の傾向 
 

 ※Ｂ問題「図鑑の情報」と「テキスト（物語文）」の情報 

  を切り結んで自分の考えにつなげ、記述する。 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 国語科授業改善のポイント 

◎一人一人の「目的」を明確にして必要な情報を集 

 め、集めた情報を吟味した上で、話したり、書い 

 たりする課題解決的な言語活動を仕組む。 

教
科
書 

小
学
校 
第
５
学
年 

「
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
書
こ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
書
く
こ
と
） 

教
科
書 

小
学
校 

第
５
学
年 

「
天
気
を
予
想
す
る
」
（
読
む
こ
と
） 

「情報の取出し」 

 から、 

「情報の活用」へ 

 

 
第５学年 
教科書 

Ｐ．１４９ 

 

 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 国語科授業改善のポイント 

わたしたちが、今、生きている社会が、くらしやす
い方向に向かっているかどうかを考えましょう。 

教
科
書 

小
学
校 

第
５
学
年 

「
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
書
こ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
書
く
こ
と
） 

① 考えることを明確 

 にする。 

② 「課題」に沿った 

 一人一人の「立場」 

（考え）を明確にする。 
③ 単元を通して自分の
「立場」（考え）を意識 

 させ続ける。 

 

 
第５学年 
教科書 

Ｐ．１４９ 

 

 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 国語科授業改善のポイント 

④ 学習過程（「取材」「構成」「記述」「推敲」
「交流」）とその手順を丁寧に確認する。 

教
科
書 

小
学
校 

第
５
学
年 

「
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
書
こ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
書
く
こ
と
） 

１ 自分の考えをもつ。 

２ 自分の考えに合った 

 グラフや表を選ぶ。 

決めよう・集めよう 

１ 何を、どの順序で書 

 くか決める。 

組み立てよう 

 

 

 

 

 

 
第５学年 

 教科書 

Ｐ．１４９ 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 国語科授業改善のポイント 

わたしたちが、今、生きている社会が、くらしやす
い方向に向かっているかどうかを考えましょう。 

１ 自分の考えをもつ。 

２ 自分の考えに合った 

 グラフや表を選ぶ。 

決めよう・集めよう 

１ 何を、どの順序で書 

 くか決める。 

組み立てよう 

① 考えることを明確にする。 

② 「課題」に沿った一人一 

 人の「立場」（考え）を明 

 確にする。 

③ 単元を通して自分の「立 

 場」（考え）を意識させ続 

 ける。 

④ 学習過程とその手順を丁 

 寧に確認する。 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 全ての教科を通じて 

○目的が明確な学習活動を通して必要な情報を集 

 め、自分の考えをもつ学習過程を位置付ける。 

【
例
】
中
学
校
社
会
科
（
地
理
） 

 

第
２
学
年
「
北
海
道
地
方
」 

 

 
中学校 第２学年 

地理 教科書 

 

 

 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 全ての教科を通じて 

○目的的に情報を集め、集めた情報を根拠にして 

 自分の考えを語る。 

【
例
】
中
学
校
社
会
科
（
地
理
） 

 

第
２
学
年
「
北
海
道
地
方
」 

【学習課題】北海道地方の農業は、自然の制約や 

社会の変化をどのように乗り越えてきたのだろう。 

課題意識(目的意識)をもち、課題解決に必要な
情報を目的的に読み取り、自分の考えをもつ。 

×与えられた資料から、 

 読み取ったことだけを発表する。 

中学校 第２学年 

地理 教科書 



平成２８年度 指導改善説明会（国語科調査問題より） 

・ポイント１ 
 一人一人の「目的」を明確にして必
要な情報を集め、集めた情報を吟味し
た上で、話したり、書いたりする課題
解決的な言語活動を仕組む。 

① 目的に応じて、情報を的確に取り 

 出し、自分の考えに結ぶ 

 

国語 



② 語彙量を増やし、語彙力を伸ばす 

岐阜県の長年の課題「漢字の読み・書き」 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 

小学校（６問中） １ ２ １ １ １ 

中学校（６問中） ４ ４ １ １ ２ 

【漢字の読み（３問）、書き（３問）の計６問中 

 全国平均を上回っている設問数の推移】 



国語 

小
学
校
Ａ 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

２ 

し
た
し
い
友
人
と
出
か
け
る
。 

 
 

   

中
学
校
Ａ 

 

一 

 

２ 

今
ま
で
に
な
い 

 
 

ド
ク
ソ
ウ
的
な
考
え
だ
。 

漢字の読み書き 

１ ９ 

問題 誤答 分析 ポイント 



国語 

小
学
校
Ａ 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

２ 

し
た
し
い
友
人
と
出
か
け
る
。 

 
 

   

中
学
校
Ａ 

 

一 

 

２ 

今
ま
で
に
な
い 

 
 

ド
ク
ソ
ウ
的
な
考
え
だ
。 

漢字の読み書き 問題 誤答 分析 ポイント 

１ ９ 

親 独
創 

70.9％ 

－2.9pt 

23.2％ 

－2.9pt 



国語 

小
学
校
Ａ 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

２ 

し
た
し
い
友
人
と
出
か
け
る
。 

 
 

   

中
学
校
Ａ 

 

一 

 

２ 

今
ま
で
に
な
い 

 
 

ド
ク
ソ
ウ
的
な
考
え
だ
。 

漢字の読み書き 

１ ９ 

親 独
創 

問題 誤答 分析 ポイント 

× 

× 
舌 

新 
想
奏
走 



国語 

小
学
校
Ａ 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

２ 

し
た
し
い
友
人
と
出
か
け
る
。 

 
 

   

漢字の読み書き 

１ 

親 

問題 誤答 分析 ポイント 

教
科
書 

 

 

第
２
学
年
下
「
お
手
紙
」 

「
親
（
し
ん
）
愛
な
る
～
」 

 

で
初
出 

あ 

い 



国語 

小
学
校
Ａ 

 

二 
 

 
 

 
 

 
 

２ 

し
た
し
い
友
人
と
出
か
け
る
。 

 
 

   

漢字の読み書き 

１ 

親 

問題 誤答 分析 ポイント 

教
科
書 

 

 

第
２
学
年
下
「
お
手
紙
」 

「
親
（
し
ん
）
愛
な
る
～
」 

 

で
初
出 

教
科
書 

 

第
３
学
年
上
「
言
葉
で
遊
ぼ
う
」 

「
親
（
し
た
）
し
ま
れ
て
～
」 

 
 

で
「
新
し
い
読
み
」
が
初
出 

あ 

い 



国語 

教
科
書 

 

 

第
２
学
年
下
「
お
手
紙
」 

 
教
科
書 

 

第
３
学
年
上
「
言
葉
で
遊
ぼ
う
」 

漢字の読み書き 問題 誤答 分析 ポイント 

欄外と巻末
資料に表示 欄外と単元

末に表示 



国語 

教
科
書 

 

第
３
学
年
上
「
言
葉
で
遊
ぼ
う
」 

【
教
科
書
本
文
】 

 
～
古
く
か
ら
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
て
い
る

言
葉
遊
び
で
す
。 

×漢字を何度も機械的に書かせる。 

◎新たな読みが出てきた時に、既習の読み方や 

 用い方を確かめる。 

問題 誤答 分析 ポイント 国語科授業改善のポイント 

親
し
む 

 

● 親
愛 

 

○ 



国語 

中
学
校
Ａ 

 

一 

 
２ 
今
ま
で
に
な
い 

 
 

ド
ク
ソ
ウ
的
な
考
え
だ
。 

漢字の読み書き 

９ 

独
創 

× 
想
奏
走 

問題 誤答 分析 ポイント 

今
ま
で
に
な
い 

 
 

独
想
？ 

 
 

独
走
？ 

 
 

独
奏
？ 

 
 

 
 

考
え
だ
。 

文脈の中で語句
の意味を捉えて
いるか。 



国語 

中
学
校
Ａ 

 

一 

 
２ 
今
ま
で
に
な
い 

 
 

ド
ク
ソ
ウ
的
な
考
え
だ
。 

漢字の読み書き 

９ 

独
創 

問題 誤答 分析 ポイント 

今
ま
で
に
な
い 

語句の辞書的な意味
を理解しているか。 

 

【
創
】 

（
字
義
） 

①
き
ず
。｢

創
痍
イ

・
創 

 

傷
・
刀
創…

」 

②
初
め
て
作
る
。
始
め 

 

る
。
は
じ
め
。
「
創 

 

立
・
創
始
・
創
造…

」 

そ
う 
そ
う
（
サ
ウ
） 

き
ず
・
は
じ
め
る 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 

◎辞書を引き、文脈の中で語句の意味 

 を考える。 

「常に辞書が机上にある国語教室」 
小学校第３学年以上⇒１００％達成 

国語科授業改善のポイント 

語句の辞書的な意
味を基にして、文
脈上の意味を考え
ることの習慣化 
【小学校国語科学習指導要領】 

 第３学年及び第４学年 

 伝国 イ（カ） 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 

○必要な時に、 

 いつでも 

 調べることができる 

 言語環境づくり。 

 
例＞百科事典、図鑑、資料集 

  英和辞典、和英辞典、 

  国語辞典、漢和辞典、字源辞典 

全ての教科を通じて 



平成２８年度 指導改善説明会（国語科調査問題より） 

・ポイント１ 
 新たな読みが出てきた時に、既習の
読み方や用い方を確かめる指導を行う。 

・ポイント２ 
 辞書を引き、文脈の中で語句の意味
を考えさせる指導を行う。 

② 語彙量を増やし、語彙力を伸ばす 

国語 



以下、参考資料 



国語 

必要な情報を読み取り、根拠を明
確にして自分の考えを書く 

問題 誤答 分析 ポイント 

３ 

中
学
校
Ｂ 

 
 

（
「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
新
実
南
吉 

）
の
文
章 

【参考資料】 



国語 

必要な情報を読み取り、根拠を明
確にして自分の考えを書く 

問題 誤答 分析 ポイント 

中
学
校
Ｂ 

 

三 

３ 

【図鑑の説明】を根拠
に、文章中の指定部分
について分かるように
なったことを、指定字
数で書きまとめる。 

【参考資料】 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 

【
問
題
】 

 
あ
な
た
は
、
【
図
鑑
の
説
明
】
を
読
む

こ
と
で
、
【
物
語
の
一
部
】
の 

 
 

の

中
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
よ
く
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
か
。
よ
く
分
か
る
よ
う

に
な
っ
た
部
分
と
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
か
を
、

次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
従
っ
て
書
き
な

さ
い
。 

 

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い

と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書

き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

 

条
件
１ 

【
物
語
の
一
部
】
の 

 
 

の
中
の
ど
の 

 
 

 

部
分
に
つ
い
て
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た 

 
 

 

の
か
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
。 

条
件
２ 

条
件
１
で
取
り
上
げ
た
部
分
に
つ
い
て
、 

 
 

 

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
か
を
【
図 
 

 
 

鑑
の
説
明
】
の
内
容
に
触
れ
て
書
く
こ
と
。 

中
学
校
Ｂ 

 

三 

３ 

必要な情報を読み取り、根拠を明
確にして自分の考えを書く 

【参考資料】 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 

中
学
校
Ｂ 

 

三 

３ 

必要な情報を読み取り、根拠を明
確にして自分の考えを書く 

【正答率】 

 60.9％ 

 ＋3.2pt 

【反応率】 

条件２が×…9.5％ 

条件１が×…6.5％ 

 
 無 解 答 … 20.6％ 

【参考資料】 



国語 

中
学
校
Ｂ 

 

三 

３ 

必要な情報を読み取り、根拠を明
確にして自分の考えを書く 

【正答率】 

 60.9％ 

 ＋3.2pt 

【反応率】 

条件２が×…9.5％ 

条件１が×…6.5％ 

 
 無 解 答 … 20.6％ 

【質問紙調査】 

 ○調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ） 

 「１時間が余った」と「２ちょうどよかった」の計 

  ８６．９％ 

問題 誤答 分析 ポイント 

複数のテキストから、
「自分に必要な情報を
取り出し、自分の考え
に結ぶ」経験がなく、
方法が分からない。 

【参考資料】 



国語 

国語科授業改善のポイント 問題 誤答 分析 ポイント 

◎小単元の確実な実施を！ 

講義形式ではなく、調べたり、実際に書い
たり話したりする言語活動を位置付ける 

【
例
】 

教
科
書 

第
３
学
年
上 

「
漢
字
の
音
と
訓
」 

【参考資料】 

 
第３学年 

教科書 

Ｐ．２８ 

 



国語 

教科書だけでは… 問題 誤答 分析 ポイント 

教
科
書 

 

 

第
２
学
年
下
「
お
手
紙
」 

「
親
（
し
ん
）
愛
」
で
初
出 

教
科
書 

 

第
３
学
年
上
「
言
葉
で
遊
ぼ
う
」 

「
親
（
し
た
）
し
ま
れ
て
～
」 

 
 

で
「
新
し
い
読
み
」
が
初
出 

教
科
書 

 

第
５
学
年
「
敬
語
」 

「
あ
ま
り
親
し
く
な
い
人
～
」 

教
科
書 

 

第
６
学
年
「
表
現
を
選
ぶ
」 

「
親
し
い
相
手
と
の
～
」 

【参考資料】 



国語 

具体的な取組 問題 誤答 分析 ポイント 

○日記や連絡帳 

 

 

 

 

 

 

 

×漢字を何度も機械的に書かせる。 

◎日常生活の中で、漢字を用いる機会を増やす！ 

■成果を上げている学校では… 

【持ち物】絵の具 

【振り返り】 ○○○○○○○○。○○○○、○○○○○○○○。

 ○○○○○○○○。○○○○、○○○○○○○○。 

【今日のお題】（ 親 ）を使った文をちがう読み方で２つ書く。 

①ぼくには親友が二人いる。 

②ぼくには親しい友だちがいる。 

学年の発達の段階に応じて、
「お題」を変えた例文作り。 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 

○日記や連絡帳、生活の記録ノート、活動の振り返 
 りなど、学校生活の中で、文章を書く機会が多い。
（教師の朱書きも充実している。） 
○家庭学習として、毎日例文作りを行っている。
（連絡帳に位置付けるなどして地道に取り組む。） 

○帯学習として、下学年で学習した漢字に絞った学 

 習を実施している。（週に１～２回程度） 

○必読書の設定や、日常的な全校一斉読書を実施す 

 るなど、読書生活を充実させている。 

×漢字を何度も機械的に書かせる。 

■成果を上げている学校では… 

◎日常生活の中で、漢字を用いる機会を増やす！ 

具体的な取組 



国語 

問題 誤答 分析 ポイント 

○教科に関する「用語」は、その教科の学習の中 

 で、正しく書けるように指導しきる。 

【例】 

社会（５年） 地域、気候、災害 

  （６年）政治 

算数（４年）垂直、（５年）半径 

   （６年）円周率、割合、対称 

理科（３年）植物 

   （４年）観察、実験、 

   （５年）発芽、（６年）水溶液 

■成果を上げている学校では… 

◎日常生活の中で、漢字を用いる機会を増やす！ 

具体的な取組 


